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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のバッテリの正極が接続可能になっている第１の正バッテリ端子、及び前記第１の
バッテリの負極が接続可能になっている第１の負バッテリ端子と、
　第２のバッテリの正極が接続可能になっている第２の正バッテリ端子、及び前記第２の
バッテリの負極が接続可能になっている第２の負バッテリ端子と、
　充電器の高電位側の出力が接続され、前記充電器の高電位側の電圧が印加される第１の
充電端子と、
　前記充電器の低電位側の出力が接続され、前記充電器の低電位側の電圧が印加される第
２の充電端子と、
　前記第１の正バッテリ端子に接続された第１の駆動電圧端子と、
　前記第２の充電端子に接続された第２の駆動電圧端子と、
　第１ノードが前記第１の充電端子に接続され、第２ノードが前記第１の正バッテリ端子
に接続され、電流の逆流を防止する第１の整流素子と、
　第１ノードが前記第１の充電端子に接続され、第２ノードが前記第２の正バッテリ端子
に接続され、電流の逆流を防止する第２の整流素子と、
　前記第１の負バッテリ端子と前記第２の正バッテリ端子との間に接続された第１のコン
タクタと、
　前記第１の負バッテリ端子と前記第２の充電端子との間に接続された第２のコンタクタ
と、
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　前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御することで、前記第１の正バッ
テリ端子及び第１の負バッテリ端子に接続された前記第１のバッテリと、前記第２の正バ
ッテリ端子及び第２の負バッテリ端子に接続された前記第２のバッテリとの電気的な回路
接続を制御するとともに、前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリの充放電を制御す
るものであり、前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間に接続されたキ
ャパシタを有する駆動制御部と、
　基準バッテリの正極が接続され、基準電圧が供給される基準バッテリ端子と、
　前記充電器が接続可能になっている基準充電端子と、
　一端が前記基準バッテリ端子に接続され、他端が前記基準充電端子、第１のバッテリ用
電源端子及び駆動制御部用電源端子に接続されたスイッチ回路と、を備え、
　前記駆動制御部は、
　前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタの故障を判定する故障判定モードにお
いて、
　前記第１のバッテリと前記第２のバッテリとが並列又は直列に接続されるように前記第
１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御したときの前記第１の駆動電圧端子と前
記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧に基づいて、前記第１のコンタクタ又は前
記第２のコンタクタの少なくとも何れかの故障を判定する
　ことを特徴とする電力制御装置。
【請求項２】
　前記故障判定モードにおいて、
　前記駆動制御部は、
　前記第１のコンタクタをオフに制御し且つ前記第２のコンタクタをオフに制御した後、
前記キャパシタに電荷が残っていない状態で、前記第１のバッテリを起動させて第１のバ
ッテリ電圧を出力させ、
　前記第１のバッテリから前記第１のバッテリ電圧を出力させた後、前記第１の駆動電圧
端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧を検出し、検出した第１の検出電
圧が予め設定した第１の閾値電圧以上である場合には、前記第２のコンタクタがショート
故障していると判定し、一方、検出した前記第１の検出電圧が前記第１の閾値電圧未満で
ある場合には、前記第２のコンタクタがショート故障していないと判定し、
　前記第２のコンタクタがショート故障していないと判定した場合、前記第２のコンタク
タをオンに制御した後、前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャ
パシタ電圧を検出し、検出した第２の検出電圧が前記第１の閾値電圧未満である場合には
、前記第２のコンタクタがオープン故障していると判定し、一方、検出した前記第２の検
出電圧が前記第１の閾値電圧以上である場合には、前記第２のコンタクタがオープン故障
していないと判定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の電力制御装置。
【請求項３】
　前記故障判定モードにおいて、
　前記駆動制御部は、
　前記第２のコンタクタがオープン故障していないと判定した場合、前記第２のコンタク
タをオフに制御した後、前記第２のバッテリを起動させて第２のバッテリ電圧を出力させ
、
　前記第２のバッテリから前記第２のバッテリ電圧を出力させた後、前記第１の駆動電圧
端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧を検出し、検出した第３の検出電
圧が予め設定した前記第１の閾値電圧よりも高い第２の閾値電圧以上である場合には、前
記第１のコンタクタがショート故障していると判定し、一方、検出した前記第３の検出電
圧が前記第２の閾値電圧未満である場合には、前記第１のコンタクタがショート故障して
いないと判定し、
　前記第１のコンタクタがショート故障していないと判定した場合、前記第１のコンタク
タをオンに制御した後、前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャ
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パシタ電圧を検出し、検出した第４の検出電圧が前記第２の閾値電圧未満である場合には
、前記第１のコンタクタがオープン故障していると判定し、一方、検出した前記第４の検
出電圧が前記第２の閾値電圧以上である場合には、前記第１のコンタクタがオープン故障
していないと判定する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の電力制御装置。
【請求項４】
　前記駆動制御部は、
　前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間の電圧からモータ駆動電圧を
生成して、前記モータ駆動電圧によりモータを駆動する
　ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか一項に記載の電力制御装置。
【請求項５】
　前記駆動制御部は、
　前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間の電圧が供給され、前記モー
タにモータ駆動電圧を出力して前記モータを駆動するブリッジ回路をさらに備え、
　前記駆動制御部は、
　前記故障判定モードにおいて前記第１のバッテリを起動させる前に、前記ブリッジ回路
により、前記キャパシタの電圧を放電する
　ことを特徴とする請求項４に記載の電力制御装置。
【請求項６】
　前記第１のバッテリは、
　前記第１の正バッテリ端子と前記第１の負バッテリ端子との間の電圧を充電し又は前記
第１の正バッテリ端子と前記第１の負バッテリ端子との間に充電電圧を放電する第１のセ
ルと、
　前記第１のバッテリ用電源端子に供給される前記基準電圧で起動し、前記第１のセルの
状態を監視し、前記第１のセルの状態に関する情報を出力する第１のマネジメント部と、
を備え、
　前記第２のバッテリは、
　前記第２の正バッテリ端子と前記第２の負バッテリ端子との間の電圧を充電し又は前記
第２の正バッテリ端子と前記第２の負バッテリ端子との間に充電電圧を放電する第２のセ
ルと、
　前記駆動制御部から供給される第１の起動電圧又は前記充電器から供給される第２の起
動電圧で起動し、前記第２のセルの状態を監視し、前記第２のセルの状態に関する情報を
出力する第２のマネジメント部と、を備える
　ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか一項に記載の電力制御装置。
【請求項７】
　前記駆動制御部は、
　前記第１のマネジメント部から前記第１のバッテリが正常に接続されている旨を通知さ
れ且つ第２のマネジメント部から前記第２のバッテリが正常に接続されている旨を通知さ
れた後に、前記故障判定モードを実行する
　ことを特徴とする請求項６に記載の電力制御装置。
【請求項８】
　前記駆動制御部は
　前記故障判定モードの後の駆動モードにおいて、前記第１のバッテリ及び前記第２のバ
ッテリの電圧を前記モータに供給して、前記モータを駆動する場合には、前記第１のバッ
テリと前記第２のバッテリとが直列に接続されるように、前記第１のコンタクタ及び前記
第２のコンタクタを制御して、前記第１のバッテリと前記第２のバッテリとを直列した電
圧により、前記モータを駆動する
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の電力制御装置。
【請求項９】
　前記駆動制御部は
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　前記故障判定モードの後の充電モードにおいて、前記第１のバッテリ及び前記第２のバ
ッテリを前記充電器により充電する場合には、前記第１のバッテリと前記第２のバッテリ
とが並列に接続されるように、前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御し
て、前記充電器により前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリを並列に充電する
　ことを特徴とする請求項１ないし８のいずれか一項に記載の電力制御装置。
【請求項１０】
　前記駆動制御部は、
　前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリを放電する場合には、前記第１のコンタク
タをオンし且つ前記第２のコンタクタをオフすることで、前記第１のバッテリと前記第２
のバッテリとを直列に接続し、
　一方、前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリを充電する場合には、第１のコンタ
クタをオフし且つ第２のコンタクタをオンすることで、前記第１のバッテリと前記第２の
バッテリとを並列に接続する
　ことを特徴とする請求項１ないし９のいずれか一項に記載の電力制御装置。
【請求項１１】
　前記第２のバッテリの構成は、前記第１のバッテリの構成と同じであることを特徴とす
る請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の電力制御装置。
【請求項１２】
　前記電力制御装置は電動二輪車に積載され、前記モータは前記電動二輪車の車輪に接続
され、前記駆動制御部は、前記モータの駆動を制御することにより、前記車輪の回転を制
御する
　ことを特徴とする請求項４、５又は８に記載の電力制御装置。
【請求項１３】
　前記基準バッテリは、鉛バッテリであり、
　前記第１及び第２のバッテリは、リチウムバッテリであることを特徴とする請求項１な
いし１２のいずれか一項に記載の電力制御装置。
【請求項１４】
　第１のバッテリの正極が接続可能になっている第１の正バッテリ端子、及び前記第１の
バッテリの負極が接続可能になっている第１の負バッテリ端子と、第２のバッテリの正極
が接続可能になっている第２の正バッテリ端子、及び前記第２のバッテリの負極が接続可
能になっている第２の負バッテリ端子と、充電器の高電位側の出力が接続され、前記充電
器の高電位側の電圧が印加される第１の充電端子と、前記充電器の低電位側の出力が接続
され、前記充電器の低電位側の電圧が印加される第２の充電端子と、前記第１の正バッテ
リ端子に接続された第１の駆動電圧端子と、前記第２の充電端子に接続された第２の駆動
電圧端子と、第１ノードが前記第１の充電端子に接続され、第２ノードが前記第１の正バ
ッテリ端子に接続され、電流の逆流を防止する第１の整流素子と、第１ノードが前記第１
の充電端子に接続され、第２ノードが前記第２の正バッテリ端子に接続され、電流の逆流
を防止する第２の整流素子と、前記第１の負バッテリ端子と前記第２の正バッテリ端子と
の間に接続された第１のコンタクタと、前記第１の負バッテリ端子と前記第２の充電端子
との間に接続された第２のコンタクタと、前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタク
タを制御することで、前記第１の正バッテリ端子及び第１の負バッテリ端子に接続された
前記第１のバッテリと、前記第２の正バッテリ端子及び第２の負バッテリ端子に接続され
た前記第２のバッテリとの電気的な回路接続を制御するとともに、前記第１のバッテリ及
び前記第２のバッテリの充放電を制御するものであり、前記第１の駆動電圧端子と前記第
２の駆動電圧端子との間に接続されたキャパシタを有する駆動制御部と、基準バッテリの
正極が接続され、基準電圧が供給される基準バッテリ端子と、前記充電器が接続可能にな
っている基準充電端子と、一端が前記基準バッテリ端子に接続され、他端が前記基準充電
端子、第１のバッテリ用電源端子及び駆動制御部用電源端子に接続されたスイッチ回路と
、を備えた電力制御装置の制御方法であって、
　前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタの故障を判定する故障判定モードにお
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いて、
　前記駆動制御部により、前記第１のバッテリと前記第２のバッテリとが並列又は直列に
接続されるように前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御したときの前記
第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧に基づいて、前記
第１のコンタクタ又は前記第２のコンタクタの少なくとも何れかの故障を判定する
　ことを特徴とする電力制御装置の制御方法の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力制御装置、および、電力制御装置の制御方法に関する。　
【背景技術】
【０００２】
　従来、モータを動力源とした電動二輪車が知られている。この従来の電動二輪車では、
１個のバッテリを電源として用いていた。
【０００３】
　ここで、複数（例えば、２個）のモバイルバッテリを、上記電動二輪車に適用する場合
、コンタクタを用いて、複数のバッテリを並列又は直列に接続することが想定される。
【０００４】
　そして、当該コンタクタが故障した場合、モータ出力に必要な電力を各モバイルバッテ
リから供給できず、若しくは、充電器から各モバイルバッテリに対して充電できないこと
となる。また、当該コンタクタが故障した場合、走行時/充電器システム起動におけるコ
ンタクタ操作時にバッテリ短絡モードになり、バッテリ故障につながる。
【０００５】
　このように、複数のバッテリを並列又は直列に接続するためのコンタクタの故障診断が
求められている（特許文献１、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１-１６０５８９号公報
【特許文献２】特開２０１４-１４７１３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は、複数のバッテリを並列又は直列に接続するためのコンタクタの故障
診断を実行することが可能な電力制御装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係る実施形態に従った電力制御装置は、
　第１のバッテリの正極が接続可能になっている第１の正バッテリ端子、及び前記第１の
バッテリの負極が接続可能になっている第１の負バッテリ端子と、
　第２のバッテリの正極が接続可能になっている第２の正バッテリ端子、及び前記第２の
バッテリの負極が接続可能になっている第２の負バッテリ端子と、
　充電器の高電位側の出力が接続され、前記充電器の高電位側の電圧が印加される第１の
充電端子と、
　前記充電器の低電位側の出力が接続され、前記充電器の低電位側の電圧が印加される第
２の充電端子と、
　前記第１の正バッテリ端子に接続された第１の駆動電圧端子と、
　前記第２の充電端子に接続された第２の駆動電圧端子と、
　第１ノードが前記第１の充電端子に接続され、第２ノードが前記第１の正バッテリ端子
に接続され、電流の逆流を防止する第１の整流素子と、
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　第１ノードが前記第１の充電端子に接続され、第２ノードが前記第２の正バッテリ端子
に接続され、電流の逆流を防止する第２の整流素子と、
　前記第１の負バッテリ端子と前記第２の正バッテリ端子との間に接続された第１のコン
タクタと、
　前記第１の負バッテリ端子と前記第２の充電端子との間に接続された第２のコンタクタ
と、
　前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御することで、前記第１の正バッ
テリ端子及び第１の負バッテリ端子に接続された前記第１のバッテリと、前記第２の正バ
ッテリ端子及び第２の負バッテリ端子に接続された前記第２のバッテリとの電気的な回路
接続を制御するとともに、前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリの充放電を制御す
るものであり、前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間に接続されたキ
ャパシタを有する駆動制御部と、を備え、
　前記駆動制御部は、
　前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタの故障を判定する故障判定モードにお
いて、
　前記第１のバッテリと前記第２のバッテリとが並列又は直列に接続されるように前記第
１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御したときの前記第１の駆動電圧端子と前
記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧に基づいて、前記第１のコンタクタ又は前
記第２のコンタクタの少なくとも何れかの故障を判定する
　ことを特徴とする。
【０００９】
　前記電力制御装置において、
　前記故障判定モードにおいて、
　前記駆動制御部は、
　前記第１のコンタクタをオフに制御し且つ前記第２のコンタクタをオフに制御した後、
前記キャパシタに電荷が残っていない状態で、前記第１のバッテリを起動させて第１のバ
ッテリ電圧を出力させ、
　前記第１のバッテリから前記第１のバッテリ電圧を出力させた後、前記第１の駆動電圧
端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧を検出し、検出した第１の検出電
圧が予め設定した第１の閾値電圧以上である場合には、前記第２のコンタクタがショート
故障していると判定し、一方、検出した前記第１の検出電圧が前記第１の閾値電圧未満で
ある場合には、前記第２のコンタクタがショート故障していないと判定し、
　前記第２のコンタクタがショート故障していないと判定した場合、前記第２のコンタク
タをオンに制御した後、前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャ
パシタ電圧を検出し、検出した第２の検出電圧が前記第１の閾値電圧未満である場合には
、前記第２のコンタクタがオープン故障していると判定し、一方、検出した前記第２の検
出電圧が前記第１の閾値電圧以上である場合には、前記第２のコンタクタがオープン故障
していないと判定する
　ことを特徴とする。
【００１０】
　前記電力制御装置において、
　前記故障判定モードにおいて、
　前記駆動制御部は、
　前記第２のコンタクタがオープン故障していないと判定した場合、前記第２のコンタク
タをオフに制御した後、前記第２のバッテリを起動させて第２のバッテリ電圧を出力させ
、
　前記第２のバッテリから前記第２のバッテリ電圧を出力させた後、前記第１の駆動電圧
端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧を検出し、検出した第３の検出電
圧が予め設定した前記第１の閾値電圧よりも高い第２の閾値電圧以上である場合には、前
記第１のコンタクタがショート故障していると判定し、一方、検出した前記第３の検出電
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圧が前記第２の閾値電圧未満である場合には、前記第１のコンタクタがショート故障して
いないと判定し、
　前記第１のコンタクタがショート故障していないと判定した場合、前記第１のコンタク
タをオンに制御した後、前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャ
パシタ電圧を検出し、検出した第４の検出電圧が前記第２の閾値電圧未満である場合には
、前記第１のコンタクタがオープン故障していると判定し、一方、検出した前記第４の検
出電圧が前記第２の閾値電圧以上である場合には、前記第１のコンタクタがオープン故障
していないと判定する
　ことを特徴とする。
【００１１】
　前記電力制御装置において、
　前記駆動制御部は、
　前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間の電圧からモータ駆動電圧を
生成して、前記モータ駆動電圧によりモータを駆動する　、
　ことを特徴とする。
【００１２】
　前記電力制御装置において、　
　前記駆動制御部は、
　前記第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間の電圧が供給され、前記モー
タにモータ駆動電圧を出力して前記モータを駆動するブリッジ回路をさらに備え、
　前記駆動制御部は、
　前記故障判定モードにおいて前記第１のバッテリを起動させる前に、前記ブリッジ回路
により、前記キャパシタの電圧を放電する
　ことを特徴とする。
【００１３】
　前記電力制御装置において、
　基準バッテリの正極が接続され、基準電圧が供給される基準バッテリ端子と、
　前記充電器が接続可能になっている基準充電端子と、
　一端が前記基準バッテリ端子に接続され、他端が前記基準充電端子、第１のバッテリ用
電源端子及び駆動制御部用電源端子に接続されたスイッチ回路と、を備える
　ことを特徴とする。
【００１４】
　前記電力制御装置において、
　前記第１のバッテリは、
　前記第１の正バッテリ端子と前記第１の負バッテリ端子との間の電圧を充電し又は前記
第１の正バッテリ端子と前記第１の負バッテリ端子との間に充電電圧を放電する第１のセ
ルと、
　前記第１のバッテリ用電源端子に供給される前記基準電圧で起動し、前記第１のセルの
状態を監視し、前記第１のセルの状態に関する情報を出力する第１のマネジメント部と、
を備え、
　前記第２のバッテリは、
　前記第２の正バッテリ端子と前記第２の負バッテリ端子との間の電圧を充電し又は前記
第２の正バッテリ端子と前記第２の負バッテリ端子との間に充電電圧を放電する第２のセ
ルと、
　前記駆動制御部から供給される第１の起動電圧又は前記充電器から供給される第２の起
動電圧で起動し、前記第２のセルの状態を監視し、前記第２のセルの状態に関する情報を
出力する第２のマネジメント部と、を備える
　ことを特徴とする。
【００１５】
　前記電力制御装置において、
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　前記駆動制御部は、
　前記第１のマネジメント部から前記第１のバッテリが正常に接続されている旨を通知さ
れ且つ第２のマネジメント部から前記第２のバッテリが正常に接続されている旨を通知さ
れた後に、前記故障判定モードを実行する
　ことを特徴とする。
【００１６】
　前記電力制御装置において、
　前記駆動制御部は
　前記故障判定モードの後の駆動モードにおいて、前記第１のバッテリ及び前記第２のバ
ッテリの電圧をモータに供給して、前記モータを駆動する場合には、前記第１のバッテリ
と前記第２のバッテリとが直列に接続されるように、前記第１のコンタクタ及び前記第２
のコンタクタを制御して、前記第１のバッテリと前記第２のバッテリとを直列した電圧に
より、前記モータを駆動する
　ことを特徴とする。
【００１７】
　前記電力制御装置において、
　前記駆動制御部は
　前記故障判定モードの後の充電モードにおいて、前記第１のバッテリ及び前記第２のバ
ッテリを前記充電器により充電する場合には、前記第１のバッテリと前記第２のバッテリ
とが並列に接続されるように、前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御し
て、前記充電器により前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリを並列に充電する
　ことを特徴とする。
【００１８】
　前記電力制御装置において、
　前記駆動制御部は、
　前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリを放電する場合には、前記第１のコンタク
タをオンし且つ前記第２のコンタクタをオフすることで、前記第１のバッテリと前記第２
のバッテリとを直列に接続し、
　一方、前記第１のバッテリ及び前記第２のバッテリを充電する場合には、第１のコンタ
クタをオフし且つ第２のコンタクタをオンすることで、前記第１のバッテリと前記第２の
バッテリとを並列に接続する
　ことを特徴とする。
【００１９】
　前記電力制御装置において、
　前記第２のバッテリの構成は、前記第１のバッテリの構成と同じであることを特徴とす
る。
【００２０】
　前記電力制御装置において、
　前記電力制御装置は電動二輪車に積載され、前記モータは前記電動二輪車の車輪に接続
され、前記駆動制御部は、前記モータの駆動を制御することにより、前記車輪の回転を制
御する
　ことを特徴とする。
【００２１】
　前記電力制御装置において、
　前記基準バッテリは、鉛バッテリであり、
　前記第１及び第２のバッテリは、リチウムバッテリであることを特徴とする。
【００２２】
　本発明の一態様に係る実施形態に従った電力制御装置の制御方法は、
　第１のバッテリの正極が接続可能になっている第１の正バッテリ端子、及び前記第１の
バッテリの負極が接続可能になっている第１の負バッテリ端子と、第２のバッテリの正極
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が接続可能になっている第２の正バッテリ端子、及び前記第２のバッテリの負極が接続可
能になっている第２の負バッテリ端子と、充電器の高電位側の出力が接続され、前記充電
器の高電位側の電圧が印加される第１の充電端子と、前記充電器の低電位側の出力が接続
され、前記充電器の低電位側の電圧が印加される第２の充電端子と、前記第１の正バッテ
リ端子に接続された第１の駆動電圧端子と、前記第２の充電端子に接続された第２の駆動
電圧端子と、第１ノードが前記第１の充電端子に接続され、第２ノードが前記第１の正バ
ッテリ端子に接続され、電流の逆流を防止する第１の整流素子と、第１ノードが前記第１
の充電端子に接続され、第２ノードが前記第２の正バッテリ端子に接続され、電流の逆流
を防止する第２の整流素子と、前記第１の負バッテリ端子と前記第２の正バッテリ端子と
の間に接続された第１のコンタクタと、前記第１の負バッテリ端子と前記第２の充電端子
との間に接続された第２のコンタクタと、前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタク
タを制御することで、前記第１の正バッテリ端子及び第１の負バッテリ端子に接続された
前記第１のバッテリと、前記第２の正バッテリ端子及び第２の負バッテリ端子に接続され
た前記第２のバッテリとの電気的な回路接続を制御するとともに、前記第１のバッテリ及
び前記第２のバッテリの充放電を制御するものであり、前記第１の駆動電圧端子と前記第
２の駆動電圧端子との間に接続されたキャパシタを有する駆動制御部とを備えた電力制御
装置の制御方法であって、
　前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタの故障を判定する故障判定モードにお
いて、
　前記駆動制御部により、前記第１のバッテリと前記第２のバッテリとが並列又は直列に
接続されるように前記第１のコンタクタ及び前記第２のコンタクタを制御したときの前記
第１の駆動電圧端子と前記第２の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧に基づいて、前記
第１のコンタクタ又は前記第２のコンタクタの少なくとも何れかの故障を判定する
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の一態様に係る電力制御装置は、第１のバッテリの正極が接続可能になっている
第１の正バッテリ端子、及び第１のバッテリの負極が接続可能になっている第１の負バッ
テリ端子と、第２のバッテリの正極が接続可能になっている第２の正バッテリ端子、及び
第２のバッテリの負極が接続可能になっている第２の負バッテリ端子と、充電器の高電位
側の出力が接続され、充電器の高電位側の電圧が印加される第１の充電端子と、充電器の
低電位側の出力が接続され、充電器の低電位側の電圧が印加される第２の充電端子と、第
１の正バッテリ端子に接続された第１の駆動電圧端子と、第２の充電端子に接続された第
２の駆動電圧端子と、第１ノードが第１の充電端子に接続され、第２ノードが第１の正バ
ッテリ端子に接続され、電流の逆流を防止する第１の整流素子と、第１ノードが第１の充
電端子に接続され、第２ノードが第２の正バッテリ端子に接続され、電流の逆流を防止す
る第２の整流素子と、第１の負バッテリ端子と第２の正バッテリ端子との間に接続された
第１のコンタクタと、第１の負バッテリ端子と第２の充電端子との間に接続された第２の
コンタクタと、第１のコンタクタ及び第２のコンタクタを制御することで、第１の正バッ
テリ端子及び第１の負バッテリ端子に接続された第１のバッテリと、第２の正バッテリ端
子及び第２の負バッテリ端子に接続された第２のバッテリとの電気的な回路接続を制御す
るとともに、第１のバッテリ及び第２のバッテリの充放電を制御するものであり、第１の
駆動電圧端子と第２の駆動電圧端子との間に接続されたキャパシタを有する駆動制御部と
、を備える。
【００２４】
　そして、駆動制御部は、第１のコンタクタ及び第２のコンタクタの故障を判定する故障
判定モードにおいて、第１のバッテリと第２のバッテリとが並列又は直列に接続されるよ
うに第１のコンタクタ及び第２のコンタクタを制御したときの第１の駆動電圧端子と第２
の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧に基づいて、第１のコンタクタ又は第２のコンタ
クタの少なくとも何れかの故障を判定する。
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【００２５】
　このように、本発明によれば、複数のバッテリを並列又は直列に接続するためのコンタ
クタの故障診断を適切に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、実施形態に係る電力制御装置１００の構成の一例を示す図である。
【図２】図２は、図１に示す電力制御装置１００の第２のコンタクタＣＢの故障を判定す
る動作の一例を説明するための図である。
【図３】図３は、図１に示す電力制御装置１００の第１のコンタクタＣＡの故障を判定す
る動作の一例を説明するための図である。
【図４】図４は、図１に示す電力制御装置１００の故障判定モードにおける第１及び第２
のコンタクタＣＡ、ＣＢ、第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２の動作の一例を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
以下、本発明に係る実施形態について図面に基づいて説明する。
【第１の実施形態】
【００２８】
　図１は、実施形態に係る電力制御装置１００の構成の一例を示す図である。なお、図１
においては、モバイルバッテリが最小単位の２個（第１、第２のバッテリＢ１、Ｂ２）の
場合を記載しているが、３個以上のモバイルバッテリが接続されるようにした場合も、同
様に説明される。
【００２９】
　本実施形態に係る電力制御装置１００は、例えば、図１に示すように、基準バッテリ端
子ＴＫと、基準充電端子ＴＣＳと、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐと、第１の負バッテリ端
子Ｔ１Ｎと、第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐと、第２の負バッテリ端子Ｔ２Ｎと、第１のバ
ッテリ用電源端子Ｔ１Ｂと、第２のバッテリ用電源端子Ｔ２Ｂと、第１の駆動電圧端子Ｔ
ＤＰと、第２の駆動電圧端子ＴＤＮと、通信線ＣＡＮと、駆動制御部用電源端子ＴＧと、
第１の起動電圧端子ＴＰＳ２と、第２の起動電圧端子ＴＣＯＵＴと、第１の充電端子ＴＣ
Ｐと、第２の充電端子ＴＣＮと、スイッチ回路ＳＷと、メインスイッチ制御部Ｘと、駆動
制御部ＰＤＵと、ダウンレギュレータＤＲと、第１の整流素子ＤＡと、第２の整流素子Ｄ
Ｂと、第１のコンタクタＣＡと、第２のコンタクタＣＢと、を備える。
【００３０】
　この電力制御装置１００は、例えば、電動二輪車（車両）に積載されるようになってい
る。そして、モータＭは、当該電動二輪車の車輪に接続されている。
【００３１】
　この電力制御装置１００は、基準バッテリ（鉛バッテリ）Ｋの電圧により起動するよう
になっている。そして、電力制御装置１００は、第１及び第２のバッテリ（Ｌｉバッテリ
）Ｂ１、Ｂ２の電圧からモータ駆動電圧を生成して、このモータ駆動電圧によりモータＭ
を駆動するようになっている。そして、電力制御装置１００は、モータＭの駆動を制御す
ることにより、当該車輪の回転を制御するようになっている。
【００３２】
　ここで、基準バッテリ端子ＴＫは、基準バッテリＫの正極が接続され、基準電圧が供給
される。なお、基準バッテリＫは、例えば、鉛バッテリである。
【００３３】
　また、第１の充電端子ＴＣＰは、図１の例では、充電器ＣＨの高電位側の出力が接続さ
れ、充電器ＣＨの高電位側の電圧が印加されるようになっている。
【００３４】
　また、第２の充電端子ＴＣＮは、図１の例では、充電器ＣＨの低電位側の出力が接続さ
れ、充電器ＣＨの低電位側の電圧が印加されるようになっている。
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【００３５】
　また、基準充電端子ＴＣＳは、充電器ＣＨが接続可能になっており、第１のバッテリ用
電源端子Ｔ１Ｂ及び駆動制御部用電源端子ＴＰＳ１に電気的に接続されている。
【００３６】
　なお、充電器ＣＨは、少なくとも第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２の充電時に接続さ
れていればよく、既述の電動二輪車の走行時等には、当該電動二輪車に積載された電力制
御装置１００（各端子ＴＣＮ、ＴＣＰ、ＴＣＯＵＴ、ＴＣＳ）から外されていてもよい。
【００３７】
　また、第１の駆動電圧端子ＴＤＰは、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐに電気的に接続され
ている。
【００３８】
　また、第２の駆動電圧端子ＴＤＮは、第２の充電端子ＴＣＮに電気的に接続されている
。
【００３９】
　また、駆動制御部用電源端子ＴＧは、基準充電端子ＴＣＳに電気的に接続されている。
【００４０】
　また、第１の起動電圧端子ＴＰＳ２は、駆動制御部ＰＤＵに接続されており、第２のバ
ッテリ用電源端子Ｔ２Ｂに電気的に接続されている。
【００４１】
　また、第２の起動電圧端子ＴＣＯＵＴは、充電器ＣＨが接続可能になっており、第２の
バッテリ用電源端子Ｔ２Ｂに電気的に接続されている。
【００４２】
　また、第１のバッテリ用電源端子Ｔ１Ｂは、第１のバッテリＢ１が接続可能になってお
り、スイッチ回路ＳＷの他端及び基準充電端子ＴＣＳに接続されている。
【００４３】
　また、第２のバッテリ用電源端子Ｔ２Ｂは、第２のバッテリＢ２が接続可能になってお
り、第１及び第２の起動電圧端子ＴＰＳ２、ＴＣＯＵＴに接続されている。
【００４４】
　また、モバイルバッテリである第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２は、例えば、リチウ
ムバッテリである。すなわち、第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２が出力するバッテリ電
圧（４８Ｖ）は、基準バッテリＫが出力する基準電圧であるバッテリ電圧（１２Ｖ）より
も高くなるように設定されている。
【００４５】
　また、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐは、既述の第１のバッテリＢ１の正極が接続可能に
なっている。そして、第１の負バッテリ端子Ｔ１Ｎは、この第１のバッテリＢ１の負極が
接続可能になっている。
【００４６】
　ここで、第１のバッテリＢ１は、例えば、図１に示すように、第１のセル（直列に接続
された複数のリチウムイオン電池）Ｓ１と、第１のマネジメント部ＢＭＵ１と、を備える
。
【００４７】
　そして、第１のセルＳ１は、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐと第１の負バッテリ端子Ｔ１
Ｎとの間の電圧を充電し、又は、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐと第１の負バッテリ端子Ｔ
１Ｎとの間に充電電圧を放電するようになっている。
【００４８】
　そして、第１のマネジメント部ＢＭＵ１は、第１のバッテリ用電源端子Ｔ１Ｂに供給さ
れる基準電圧で起動し、第１のセルＳ１（すなわち、第１のバッテリＢ１）の状態（第１
のセルＳ１のセル電圧、第１のセルＳ１のＳＯＣ、第１のセルＳ１の温度、第１のセルＳ
１の電流等）を監視し、この第１のセルＳ１（すなわち、第１のバッテリＢ１）の状態に
関する情報や、既述の識別情報等を含むデータを、通信線ＣＡＮを介して、断続的に出力
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するようになっている。
【００４９】
　なお、この第１のバッテリＢ１の接続前の初期状態において、第１のバッテリＢ１の識
別情報は、初期識別情報に設定されている。
【００５０】
　また、第１のバッテリＢ１は、電力制御装置１００（例えば、各端子Ｔ１Ｐ、Ｔ１Ｎ、
及びＴ１Ｂ）から外されると、その識別情報が該初期識別情報にリセットされるようにな
っている。
【００５１】
　そして、この第１のマネジメント部ＢＭＵ１は、第１のセルＳ１の状態（故障等）に応
じて、強制的に第１のセルＳ１の充放電を停止するための第１の管理用コンタクタＴ１を
備える。
【００５２】
　また、第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐは、既述の第２のバッテリＢ２の正極が接続可能に
なっている。そして、第２の負バッテリ端子Ｔ２Ｎは、この第２のバッテリＢ２の負極が
接続可能になっている。
【００５３】
　ここで、第２のバッテリＢ２は、第２のセル（直列に接続された複数のリチウムイオン
電池）Ｓ２と、第２のマネジメント部ＢＭＵ２と、を備える。
【００５４】
　そして、第２のセルＳ２は、第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐと第２の負バッテリ端子Ｔ２
Ｎとの間の電圧を充電し、又は、第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐと第２の負バッテリ端子Ｔ
２Ｎとの間に充電電圧を放電するようになっている。
【００５５】
　そして、第２のマネジメント部ＢＭＵ２は、駆動制御部ＰＤＵから供給される第１の起
動電圧又は充電器ＣＨから供給される第２の起動電圧（すなわち、第２のバッテリ用電源
端子Ｔ２Ｂに供給される第１又は第２の起動電圧）で起動し、第２のセルＳ２（すなわち
、第２のバッテリＢ２）の状態（第２のセルＳ２のセル電圧、第２のセルＳ２のＳＯＣ、
第２のセルＳ２の温度、第２のセルＳ２の電流等）を監視し、第２のセルＳ２（すなわち
、第２のバッテリＢ２）の状態に関する情報を出力するようになっている。
【００５６】
　なお、この第２のバッテリＢ２の接続前の初期状態において、第２のバッテリＢ２の識
別情報は、第１のバッテリＢ１の識別情報と同じ該初期識別情報に設定されている。
【００５７】
　そして、この第２のマネジメント部ＢＭＵ２は、第２のセルＳ２の状態（故障等）に応
じて、強制的に第２のセルＳ２の充放電を停止するための第２の管理用コンタクタＴ２を
備える。
【００５８】
　また、第２のバッテリＢ２は、電力制御装置１００（例えば、各端子Ｔ２Ｐ、Ｔ２Ｎ、
及びＴ２Ｂ）から外されると、その識別情報が該初期識別情報にリセットされるようにな
っている。
【００５９】
　なお、この第２のバッテリＢ２の構成は、既述の第１のバッテリＢ１の構成と同じであ
る。
【００６０】
　また、スイッチ回路ＳＷは、一端が基準バッテリ端子ＴＫに接続され、他端が基準充電
端子ＴＣＳ、第１のバッテリ用電源端子Ｔ１Ｂ及び駆動制御部用電源端子ＴＰＳ１に電気
的に接続されている。
【００６１】
　このスイッチ回路ＳＷは、例えば、オンすることにより基準バッテリＫの基準電圧を駆
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動制御部ＰＤＵ及び第１のバッテリＢ１に供給するようになっている。
【００６２】
　一方、このスイッチ回路ＳＷは、オフすることにより基準バッテリＫの基準電圧の駆動
制御部ＰＤＵ及び第１のバッテリＢ１への供給を遮断するようになっている。
【００６３】
　また、メインスイッチ制御部Ｘは、基準バッテリＫの正極から電力が供給され、ユーザ
の操作（行為）等に応じてスイッチ回路ＳＷを制御するようになっている。
【００６４】
　また、通信線ＣＡＮは、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐ及び第１の負バッテリ端子Ｔ１Ｎ
に接続された第１のバッテリＢ１と駆動制御部ＰＤＵ（又は充電器ＣＨ）とが通信すると
ともに、第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐ及び第２の負バッテリ端子Ｔ２Ｎに接続された第２
のバッテリＢ２と、駆動制御部ＰＤＵ（又は充電器ＣＨ）とが通信するためのものである
。
【００６５】
　この通信線ＣＡＮは、第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２がデータを駆動制御部ＰＤＵ
に送信するための第１の通信線ＣＡＮ１と、駆動制御部ＰＤＵ又は充電器ＣＨの指令を第
１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２に送信するための第２の通信線ＣＡＮ２とを備える。
【００６６】
　また、ダウンレギュレータＤＲは、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子Ｔ
ＤＮと間の電圧を降圧して出力するようになっている。
【００６７】
　このダウンレギュレータＤＲは、例えば、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧
端子ＴＤＮと間の電圧を降圧して、負荷Ｌｏａｄが接続される負荷端子ＴＲに出力するＤ
Ｃ－ＤＣコンバータである。なお、基準バッテリＫは、このダウンレギュレータＤＲが出
力する電圧により充電されるようになっている。
【００６８】
　なお、当該負荷Ｌｏａｄは、例えば、既述の電動二輪車のライト、ウインカー、又はイ
ンジケータ、その他の電動二輪車の走行等に必要な電子部品の何れかを含む。
【００６９】
　また、第１の整流素子ＤＡは、第１ノード（アノード）が第１の充電端子ＴＣＰに接続
され、第２ノード（カソード）が第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐに接続され、電流の逆流を
防止する第１のダイオードである。
【００７０】
　また、第２の整流素子ＤＢは、第１ノード（アノード）が第１の充電端子ＴＣＰに接続
され、第２ノード（カソード）が第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐに接続され、電流の逆流を
防止する第２のダイオードである。
【００７１】
　また、第１のコンタクタＣＡは、第１の負バッテリ端子Ｔ１Ｎと第２の正バッテリ端子
Ｔ２Ｐとの間に接続されている。この第１のコンタクタＣＡは、駆動制御部ＰＤＵにより
、オン／オフが制御されるようになっている。
【００７２】
　また、第２のコンタクタＣＢは、第１の負バッテリ端子Ｔ１Ｎと第２の充電端子ＴＣＮ
との間に接続されている。この第２のコンタクタＣＢは、駆動制御部ＰＤＵによりオン／
オフが制御されるようになっている。
【００７３】
　また、駆動制御部ＰＤＵは、例えば、図１に示すように、第１のバッテリＢ１及び第２
のバッテリＢ１、Ｂ２の電圧からモータ駆動電圧を生成して、このモータ駆動電圧により
モータを駆動するようになっている。そして、駆動制御部ＰＤＵは、モータＭの駆動を制
御することにより、当該車輪の回転を制御するようになっている。
【００７４】
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　この駆動制御部ＰＤＵは、例えば、図１に示すように、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第
２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間に接続されたキャパシタＺと、第１の駆動電圧端子ＴＤＰ
と第２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間の電圧（キャパシタＺの電圧）が供給され、モータＭ
にモータ駆動電圧を出力してモータＭを駆動するブリッジ回路Ｙと、を備える。
【００７５】
　例えば、駆動制御部ＰＤＵは、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子ＴＤＮ
との間の電圧からブリッジ回路Ｙによりモータ駆動電圧を生成して、当該モータ駆動電圧
によりモータを駆動するようになっている。
【００７６】
　この駆動制御部ＰＤＵは、通信線ＣＡＮを介して、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐ及び第
１の負バッテリ端子Ｔ１Ｎに接続された第１のバッテリＢ１の識別情報を含むデータと、
第２の正バッテリ端子Ｔ１Ｐ及び第２の負バッテリ端子Ｔ２Ｎに接続された第２のバッテ
リＢ２の識別情報を含むデータと、を受信するようになっている。
【００７７】
　これにより、駆動制御部ＰＤＵは、第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２の識別情報を認
識して、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリＢ２の電気的な回路接続（第１及び第２の
コンタクタＣＡ、ＣＢ）を制御するとともに、第１のバッテリＢ１及び第２のバッテリＢ
２の充放電を制御するようになっている。
【００７８】
　例えば、駆動制御部ＰＤＵは、第１のバッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２を放電する
場合（車両の走行時）には、第１のコンタクタＣＡをオンし且つ第２のコンタクタＣＢを
オフすることで、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリＢ２とを直列に接続するようにな
っている。
【００７９】
　一方、駆動制御部ＰＤＵは、第１のバッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２を充電する場
合（充電器ＣＨによる充電時）には、第１のコンタクタＣＡをオフし且つ第２のコンタク
タＣＢをオンすることで、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリＢ２とを並列に接続する
ようになっている。
【００８０】
　また、駆動制御部ＰＤＵは、スイッチ回路ＳＷがオンすると、スイッチ回路ＳＷを介し
て基準バッテリＫの基準電圧が供給されて起動するようになっている。
【００８１】
　そして、この駆動制御部ＰＤＵは、起動後、第１のバッテリＢ１を起動させて通信線Ｃ
ＡＮを介して通信して第１のバッテリＢ１の識別情報を設定し、その後、第２のバッテリ
Ｂ２を起動させて通信線ＣＡＮを介して通信して第２のバッテリＢ２の識別情報を、第１
のバッテリＢ１の識別情報と異なるように設定するようになっている。
【００８２】
　また、駆動制御部ＰＤＵは、通信線ＣＡＮを介して、マネジメント部ＢＭＵ１、ＢＭＵ
２から複数の情報を取得するようになっている。特に、駆動制御部ＰＤＵは、マネジメン
ト部ＢＭＵ１、ＢＭＵ２が出力した第１のバッテリＢ１、第２のバッテリＢ２の状態に関
するバッテリ情報に基づいて、第１のバッテリＢ１の状態が正常であるか又は異常である
か（故障しているか）を判断するようになっている。
【００８３】
　ここで、この駆動制御部ＰＤＵは、モータＭの駆動機能を停止する場合には、例えば、
ブリッジ回路Ｙのトランジスタを全てオープンにし、若しくは、ハイサイド又はローサイ
ドのトランジスタをショートにするようになっている。
【００８４】
　なお、この駆動制御部ＰＤＵは、通信線ＣＡＮを介して既述の充電器ＣＨと通信できる
ようになっている。そして、駆動制御部ＰＤＵは、充電器ＣＨが基準充電端子ＴＣＳに接
続されると、充電器ＣＨが出力する第１の起動電圧が基準充電端子ＴＣＳ及び駆動制御部
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用電源端子ＴＧを介して供給されて起動するようになっている。
【００８５】
　そして、充電器ＣＨも、通信線ＣＡＮを介して、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐ及び第１
の負バッテリ端子Ｔ１Ｎに接続された第１のバッテリＢ１の識別情報を含むデータと、第
２の正バッテリ端子Ｔ１Ｐ及び第２の負バッテリ端子Ｔ２Ｎに接続された第２のバッテリ
Ｂ２の識別情報を含むデータと、を受信するようになっている。
【００８６】
　そして、充電器ＣＨは、充電時に、第１のバッテリＢ１を起動させて通信線ＣＡＮを介
して通信して第１のバッテリＢ１の識別情報を設定し、その後、第２のバッテリＢ２を起
動させて通信線ＣＡＮを介して通信して第２のバッテリＢ２の識別情報を、第１のバッテ
リＢ１の識別情報と異なるように設定することが可能になっている。
【００８７】
　なお、駆動制御部ＰＤＵは、上述の第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２の識別情報の設
定後に、第１のバッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２の電圧をモータに供給して、モータ
Ｍを駆動する場合には、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリＢ２とが直列に接続される
ように、回路接続（第１及び第２のコンタクタＣＡ、ＣＢ）を制御して、第１のバッテリ
Ｂ１と第２のバッテリＢ２とを直列した電圧により、モータＭを駆動する。このモータＭ
の駆動により、車輪が回転して、電動二輪車が走行することなる。
【００８８】
　また、駆動制御部ＰＤＵは、上述の第１及び第２のバッテリＢ２の識別情報の設定後に
、第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２の識別情報の設定後に、第１のバッテリＢ１及び第
２のバッテリＢ２を充電器ＣＨにより充電する場合には、第１のバッテリＢ１と第２のバ
ッテリＢ２とが並列に接続されるように、回路接続（第１及び第２のコンタクタＣＡ、Ｃ
Ｂ）を制御する。
【００８９】
　そして、充電器ＣＨは、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリＢ２とが並列に接続され
た状態で、第１のバッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２を並列に充電する。
【００９０】
　次に、以上のような構成を有する電力制御装置１００の制御方法（第１のコンタクタＣ
Ａ及び第２のコンタクタＣＢの故障を判定する故障判定モード）の動作の例について説明
する。
【００９１】
　図２は、図１に示す電力制御装置１００の第２のコンタクタＣＢの故障を判定する動作
の一例を説明するための図である。また、図３は、図１に示す電力制御装置１００の第１
のコンタクタＣＡの故障を判定する動作の一例を説明するための図である。また、図４は
、図１に示す電力制御装置１００の故障判定モードにおける第１及び第２のコンタクタＣ
Ａ、ＣＢ、第１及び第２のバッテリＢ１、Ｂ２の動作の一例を示す図である。
【００９２】
　既述のように、駆動制御部ＰＤＵは、第１のコンタクタＣＡ及び第２のコンタクタＣＢ
を制御することで、第１の正バッテリ端子Ｔ１Ｐ及び第１の負バッテリ端子Ｔ１Ｎに接続
された第１のバッテリＢ１と、第２の正バッテリ端子Ｔ２Ｐ及び第２の負バッテリ端子Ｔ
２Ｎに接続された第２のバッテリＢ２との電気的な回路接続を制御するとともに、第１の
バッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２の充放電を制御するようになっている。
【００９３】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、第１のコンタクタＣＡ及び第２のコンタクタＣＢの故障
を判定する故障判定モードにおいて、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリとが並列又は
直列に接続されるように第１のコンタクタＣＡ及び第２のコンタクタＣＢを制御したとき
の第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間のキャパシタ電圧に基づ
いて、第１のコンタクタＣＡ又は第２のコンタクタＣＢの少なくとも何れかの故障を判定
するようになっている。
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【００９４】
　ここで、駆動制御部ＰＤＵが、当該故障判定モードにおいて、第２のコンタクタＣＢの
故障を判定する動作の一例について説明する。
【００９５】
　先ず、駆動制御部ＰＤＵは、通信線ＣＡＮを介して、第１のマネジメント部ＢＭＵ１か
ら第１のバッテリＢ１が正常に接続されている旨を通知され且つ第２のマネジメント部Ｂ
ＭＵ２から第２のバッテリＢ２が正常に接続されている旨を通知された後に、故障判定モ
ードを実行する。また、この故障判定モードは、駆動制御部ＰＤＵが第１の整流素子Ｄ１
及び第２の整流素子Ｄ２が正常に動作していることが確認した後、実行されるようにして
もよい。
【００９６】
　例えば、図２に示すように、駆動制御部ＰＤＵは、故障判定モードにおいて、第１のコ
ンタクタＣＡをオフ（遮断状態）に制御し且つ第２のコンタクタＣＢをオフ（遮断状態）
に制御した後、キャパシタＺに電荷が残っていない状態で、第１のバッテリＢ１を起動（
オン）させて第１のバッテリ電圧を出力させる（図４の時刻Ｎ１）。
【００９７】
　なお、この時刻Ｎ１において、第２のバッテリＢ２は、起動していない（オフしている
）。また、駆動制御部ＰＤＵは、故障判定モードにおいて第１のバッテリＢ１を起動させ
る前に、例えば、ブリッジ回路Ｙにより、キャパシタＺの電圧を放電する。
【００９８】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、第１のバッテリＢ１から第１のバッテリ電圧を出力させ
た後、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間のキャパシタ電圧を
検出する。
【００９９】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、検出した第１の検出電圧（キャパシタ電圧）が予め設定
した第１の閾値電圧以上（第１のバッテリ電圧（４８Ｖ近傍））である場合には、第２の
コンタクタＣＢがショート故障している（第２のコンタクタＣＢをオフに制御したにも拘
わらず導通状態にある）と判定する。
【０１００】
　一方、駆動制御部ＰＤＵは、検出した当該第１の検出電圧が該第１の閾値電圧未満（０
Ｖ近傍）である場合には、第２のコンタクタＣＢがショート故障していない（第２のコン
タクタＣＢをオフに制御して正常に遮断状態にある）と判定する。
【０１０１】
　次に、駆動制御部ＰＤＵは、第２のコンタクタＣＢがショート故障していないと判定し
た場合、第２のコンタクタＣＢをオン（導通状態）に制御する（図４の時刻Ｎ２）。
【０１０２】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、第２のコンタクタＣＢをオンに制御した後、第１の駆動
電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間のキャパシタ電圧を検出する。
【０１０３】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、検出した第２の検出電圧（キャパシタ電圧）が該第１の
閾値電圧未満（０Ｖ近傍）である場合には、第２のコンタクタＣＢがオープン故障してい
る（第２のコンタクタＣＢをオンに制御したにも拘わらず遮断状態にある）と判定する。
【０１０４】
　一方、駆動制御部ＰＤＵは、検出した当該第２の検出電圧が該第１の閾値電圧以上（第
１のバッテリ電圧近傍）である場合には、第２のコンタクタＣＢがオープン故障していな
い（第２のコンタクタＣＢをオンに制御して正常に導通状態にある）と判定する。
【０１０５】
　上述の駆動制御部ＰＤＵの制御動作により、第２のコンタクタＣＢの故障を判定するこ
とができる。
【０１０６】
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　次に、駆動制御部ＰＤＵが、故障判定モードにおいて、第１のコンタクタＣＡの故障を
判定する動作の一例について説明する。
【０１０７】
　既述の図４の時刻Ｎ２の後、駆動制御部ＰＤＵは、故障判定モードにおいて、第２のコ
ンタクタＣＢがオープン故障していないと判定した場合、第２のコンタクタＣＢをオフ（
遮断状態）に制御する（図４の時刻Ｎ３）。そして、駆動制御部ＰＤＵは、第２のコンタ
クタＣＢをオフに制御した後、例えば、図３に示すように、第２のバッテリＢ２を起動（
オン）させて第２のバッテリ電圧を出力させる（図４の時刻Ｎ４）。
【０１０８】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、第２のバッテリＢ２から第２のバッテリ電圧を出力させ
た後、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間のキャパシタ電圧を
検出する。
【０１０９】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、検出した第３の検出電圧（キャパシタ電圧）が予め設定
した既述の第１の閾値電圧よりも高い（第１のバッテリ電圧よりも高い）第２の閾値電圧
以上（第１のバッテリ電圧に第２のバッテリ電圧を加算した電圧（９６Ｖ）近傍）である
場合には、第１のコンタクタＣＡがショート故障している（第１のコンタクタＣＡをオフ
に制御したにも拘わらず導通状態にある）と判定する。
【０１１０】
　一方、駆動制御部ＰＤＵは、検出した当該第３の検出電圧が該第２の閾値電圧未満であ
る場合には、第１のコンタクタＣＡがショート故障していない（第１のコンタクタＣＡを
オフに制御して正常に遮断状態にある）と判定する。
【０１１１】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、第１のコンタクタＣＡがショート故障していないと判定
した場合、第１のコンタクタＣＡをオン（導通状態）に制御する（図４の時刻Ｎ５）。
【０１１２】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、第１のコンタクタＣＡをオン（導通状態）に制御した後
、第１の駆動電圧端子ＴＤＰと第２の駆動電圧端子ＴＤＮとの間のキャパシタ電圧を検出
する。
【０１１３】
　そして、駆動制御部ＰＤＵは、検出した第４の検出電圧（キャパシタ電圧）が該第２の
閾値電圧未満（４８Ｖ近傍）である場合には、第１のコンタクタＣＡがオープン故障して
いる（第１のコンタクタＣＡをオンに制御したにも拘わらず遮断状態にある）と判定する
。
【０１１４】
　一方、駆動制御部ＰＤＵは、検出した当該第４の検出電圧が該第２の閾値電圧以上（９
６Ｖ近傍）である場合には、第１のコンタクタＣＢがオープン故障していない（第１のコ
ンタクタＣＡをオンに制御して正常に導通状態にある）と判定する。
【０１１５】
　上述の駆動制御部ＰＤＵの制御動作により、第１のコンタクタＣＡの故障を判定するこ
とができる。
【０１１６】
　なお、駆動制御部ＰＤＵは、上述の故障判定モードの後の駆動モードにおいて、第１の
バッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２の電圧をモータに供給して、モータＭを駆動する場
合には、第１のバッテリＢ１と第２のバッテリＢ２とが直列に接続されるように、第１の
コンタクタＣＡ及び第２のコンタクタＣＢを制御して、第１のバッテリＢ１と第２のバッ
テリＢ２とを直列した電圧により、モータＭを駆動する。
【０１１７】
　また、駆動制御部ＰＤＵは、上述の故障判定モードの後の充電モードにおいて、第１の
バッテリＢ１及び第２のバッテリＢ２を充電器ＣＨにより充電する場合には、第１のバッ
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テリＢ１と第２のバッテリＢ２とが並列に接続されるように、第１のコンタクタＣＡ及び
第２のコンタクタＣＢを制御して、充電器ＣＨにより第１のバッテリＢ１及び第２のバッ
テリＢ２を並列に充電する。
【０１１８】
　以上のように、本発明の一態様に係る電力制御装置は、第１のバッテリの正極が接続可
能になっている第１の正バッテリ端子、及び第１のバッテリの負極が接続可能になってい
る第１の負バッテリ端子と、第２のバッテリの正極が接続可能になっている第２の正バッ
テリ端子、及び第２のバッテリの負極が接続可能になっている第２の負バッテリ端子と、
充電器の高電位側の出力が接続され、充電器の高電位側の電圧が印加される第１の充電端
子と、充電器の低電位側の出力が接続され、充電器の低電位側の電圧が印加される第２の
充電端子と、第１の正バッテリ端子に接続された第１の駆動電圧端子と、第２の充電端子
に接続された第２の駆動電圧端子と、第１ノードが第１の充電端子に接続され、第２ノー
ドが第１の正バッテリ端子に接続され、電流の逆流を防止する第１の整流素子と、第１ノ
ードが第１の充電端子に接続され、第２ノードが第２の正バッテリ端子に接続され、電流
の逆流を防止する第２の整流素子と、第１の負バッテリ端子と第２の正バッテリ端子との
間に接続された第１のコンタクタと、第１の負バッテリ端子と第２の充電端子との間に接
続された第２のコンタクタと、第１のコンタクタ及び第２のコンタクタを制御することで
、第１の正バッテリ端子及び第１の負バッテリ端子に接続された第１のバッテリと、第２
の正バッテリ端子及び第２の負バッテリ端子に接続された第２のバッテリとの電気的な回
路接続を制御するとともに、第１のバッテリ及び第２のバッテリの充放電を制御するもの
であり、第１の駆動電圧端子と第２の駆動電圧端子との間に接続されたキャパシタを有す
る駆動制御部と、を備える。
【０１１９】
　そして、駆動制御部は、第１のコンタクタ及び第２のコンタクタの故障を判定する故障
判定モードにおいて、第１のバッテリと第２のバッテリとが並列又は直列に接続されるよ
うに第１のコンタクタ及び第２のコンタクタを制御したときの第１の駆動電圧端子と第２
の駆動電圧端子との間のキャパシタ電圧に基づいて、第１のコンタクタ又は第２のコンタ
クタの少なくとも何れかの故障を判定する。
【０１２０】
　以上のように、実施形態に係る電力制御装置によれば、複数のバッテリを並列又は直列
に接続するためのコンタクタの故障診断を実行することができる。
【０１２１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【０１２２】
１００　電力制御装置
ＴＫ　基準バッテリ端子
ＴＣＳ　基準充電端子
Ｔ１Ｐ　第１の正バッテリ端子
Ｔ１Ｎ　第１の負バッテリ端子
Ｔ２Ｐ　第２の正バッテリ端子
Ｔ２Ｎ　第２の負バッテリ端子
Ｔ１Ｂ　第１のバッテリ用電源端子
Ｔ２Ｂ　第２のバッテリ用電源端子
ＴＤＰ　第１の駆動電圧端子
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ＴＤＮ　第２の駆動電圧端子
ＣＡＮ　通信線
ＴＰＳ２　第１の起動電圧端子
ＴＣＯＵＴ　第２の起動電圧端子
ＴＣＰ　第１の充電端子
ＴＣＮ　第２の充電端子
ＴＧ　駆動制御部用電源端子
ＳＷ　スイッチ回路
Ｘ　メインスイッチ制御部
ＰＤＵ　駆動制御部
ＤＲ　ダウンレギュレータ
ＤＡ　第１の整流素子
ＤＢ　第２の整流素子
ＣＡ　第１のコンタクタ
ＣＢ　第２のコンタクタ

【図１】 【図２】
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